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1　九州地方
⑴　自然…世界最大級のカルデラをもつ阿

あ

蘇
そ

山や桜
さくら

島
じま

など多くの火山

があり、温泉地もある。南部にはシラス台地が広がる。南西諸島に

はさんご礁
しょう

が発達。梅
つ

雨
ゆ

や台風による被害を受けやすい。

⑵　人々の営み…福岡市が九州の政治・経済の中心。博
はか

多
た

～鹿児島中

央駅間の九州新幹線が開通。沖縄にはアメリカ軍の軍用地が集中。

⑶　産業…かつて八
や

幡
はた

製鉄所が建設され、鉄鋼業を中心に北九州工業 

地域（地帯）が発達した。現在は機械工業が中心。筑
つく

紫
し

平野では稲作、シラス台地では畑作・畜産、宮崎平野

では野菜の促
そく

成
せい

栽培がさかん。北九州市には現在、廃
はい

棄
き

物
ぶつ

をリサイクルするエコタウンが形成されている。

2　中国・四国地方
⑴　自然…山

さん

陰
いん

・瀬
せ

戸
と

内
うち

・南四国の３つの地域に分けられる。季

節風の影響で、山陰は冬に雪が多く、瀬戸内は温暖で雨が少な

い。南四国は黒
くろ

潮
しお

の影響で１年を通じて温暖で雨が多い。

⑵　人々の営み…平和記念都市の広島市が中心都市。３つの本州

四国連絡橋が開通し、人々の生活が変化。

⑶　産業…瀬戸内工業地域が成立。倉
くら

敷
しき

市の水
みず

島
しま

などに石油化学コンビナートが建設される。高知県では野菜

の促成栽培、愛媛県ではみかん、鳥取砂
さ

丘
きゅう

ではらっきょうの栽培がさかん。広島県ではかきの養
よう

殖
しょく

。

3　近
きん

畿
き

地方
⑴　自然…若

わか

狭
さ

湾と志
し

摩
ま

半島にリアス海岸が発達。琵
び

琶
わ

湖
こ

と淀
よど

川を中心に平地が広がる。南部には紀
き

伊
い

山地。

⑵　人々の営み…大阪（京
けい

阪
はん

神
しん

）大都市圏
けん

を形成。大阪は江戸時代から商業を中心に発展。神戸は山をけずった

土を埋
う

め立
た

ててポートアイランドを建設。古都京都・奈良（世界文化遺産）には、多くの観光客が訪れる。

⑶　産業…阪神工業地帯が発達。繊
せん

維
い

から製鉄・石油化学へと変化。東大阪市などの中小企業には先
せん

端
たん

技術（ハ

（2025年版「データでみる県勢」）（2024年）
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イテク）産業を支える企業もある。京都の西
にし

陣
じん

織
おり

・京
きょう

友
ゆう

禅
ぜん

など、伝統的工芸品が受け継がれている。

4　中部地方
⑴　自然…日本アルプスとよばれる飛

ひ

驒
だ

山脈・木
き

曽
そ

山脈・赤
あか

石
いし

山脈が

南北に連なる。日本一長い信
しな

濃
の

川が越
えち

後
ご

平野から日本海に注ぐ。東
とう

海
かい

地方は太平洋側の気候で冬は温暖。北
ほく

陸
りく

地方は日本海側の気候で

世界的に有数の豪雪地帯。

⑵　人々の営み…東海道新幹線や東
とう

名
めい

高速道路が通る東海地方に人口

が多く集まり、名
な

古
ご

屋
や

大都市圏を形成している。

⑶　産業…中
ちゅう

京
きょう

工業地帯・東海工業地域では輸送用機械、北
ほく

陸
りく

地方で 

は燕
つばめ

市の洋食器などの地
じ

場
ば

産業が発達。越後平野では稲作、甲
こう

府
ふ

・長野盆地ではりんご・ぶどう、八
やつ

ケ
が

岳
たけ

山

ろくでは高原野菜を生産。静岡県では牧
まき

ノ
の

原
はら

で茶を、駿
する

河
が

湾沿いでみかんを生産。小
お

千
ぢ

谷
や

縮
ちぢみ

・輪
わ

島
じま

塗
ぬり

などの

伝統産業も発達している。

5　関東地方
⑴　自然…日本最大の関東平野が広がり、流域面積が最大の利

と

根
ね

川が流

れる。台地は火山灰が堆
たい

積
せき

した関東ロームにおおわれている。内陸は

夏と冬の気温差が大きく、降水量が少ない。海沿いは近海を流れる黒

潮の影響で、冬でも温暖。

⑵　人々の営み…東京大都市圏を形成し、首都東京には経済・情報など

が集中し、企業の本社・報道機関・出版社などがある。東京に通勤・

通学する人が多いため、郊
こう

外
がい

の都市は夜間人口より昼
ちゅう

間
かん

人口が少ない。

⑶　産業…臨海部に京
けい

浜
ひん

工業地帯・京
けい

葉
よう

工業地域、内陸部に北関東工業

地域が発達。茨城県・千葉県などでは近
きん

郊
こう

農業がさかん。

6　東北地方
⑴　自然…奥

おう

羽
う

山脈が南北に連なり、北
きた

上
かみ

川や最
も

上
がみ

川などが流れ、その流域には

仙
せん

台
だい

平野や庄
しょう

内
ない

平野が広がる。三
さん

陸
りく

海岸南部にはリアス海岸が見られる。夏に

やませとよばれる冷たい北東風がふくと、太平洋側に冷害がおこることもある。

冬には北西からの湿った季節風により、日本海側で雪が多く降る。

⑵　人々の営み…仙台市が中心都市。秋田の竿
かん

燈
とう

、青森のねぶたなどの祭り。2011

年３月に東日本大震災がおこり、津
つ

波
なみ

や原子力発電所事故で大きな被
ひ

害
がい

が出た。

⑶　産業…日本の穀倉地帯。津
つ

軽
がる

平野ではりんご、山形盆地ではさくらんぼ、北

上高地では乳牛を生産。三陸海岸の沖合いには寒流と暖流が出合う潮目があり、

魚が集まるため、石
いしの

巻
まき

・気
け

仙
せん

沼
ぬま

などの漁港が発達。リアス海岸の湾内では養殖

業。津
つ

軽
がる

塗
ぬり

・南
なん

部
ぶ

鉄
てっ

器
き

などの伝統的工芸品をつくる伝統産業がさかん。

7　北海道地方
⑴　自然…石

いし

狩
かり

平野・十
と

勝
かち

平野・根
こん

釧
せん

台地が広がる。亜
あ

寒帯（冷帯）に属し、梅雨がない。オホーツク海沿岸に

は、冬になると流氷がやってくる。

⑵　人々の営み…アイヌ民族がくらしていた。明治時代になると、北海道に開
かい

拓
たく

使
し

が置かれ、屯
とん

田
でん

兵
へい

などによ

って大規模な開拓が行われた。札
さっ

幌
ぽろ

市が中心都市。新千
ち

歳
とせ

空港などの北海道の空港は東京への運行が多い。

⑶　産業…工業は食料品や製紙などが中心。石狩平野では稲作、十勝平野ではじゃがいも・たまねぎなどの畑

作、根釧台地では酪
らく

農
のう

がさかん。さけ・ほっけ・すけとうだら・ほたてがいなど、漁獲量は全国一。
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確 認 問 題
　　九州地方、中国・四国地方、近

きん

畿
き

地方　次の文中の にあてはまる語句を答えなさい。

⑴　九州地方の阿
あ

蘇
そ

山は、日本最大級の （火山活動でできたくぼ地）をもつ。 

⑵　沖縄では、 礁
しょう

などの豊かな自然にめぐまれ、観光業がさかんである。 

⑶　北九州市では廃棄物処理の技術を生かして、 が形成されている。 

⑷　温暖な気候の宮崎平野では、野菜の生長を早める がさかんである。 

⑸　明治時代に官営の 製鉄所が建設され、北九州工業地域（地帯）が発達した。 

⑹　九州地方南部の 台地では、畑作と畜産がさかんである。 

⑺　中国・四国地方は、 ・瀬
せ

戸
と

内
うち

・南四国の３つの地域に分けられる。 

⑻　３つの が建設され本州と四国が結ばれた結果、人やものの交流が深まった。 

⑼　重化学工業が中心の 工業地域には、倉
くら

敷
しき

市・福
ふく

山
やま

市・周
しゅう

南
なん

市などの工業都市が点在している。

　　 

⑽　倉敷市水
みず

島
しま

や周南市などには、石油製品関連の企業が集まった が建設されている。

 

⑾　中国地方の 砂
さ

丘
きゅう

ではらっきょうの栽培がさかんである。 

⑿　近畿地方の南部に連なる 山地は、日本有数の林業地帯として知られる。 

⒀　大阪（京
けい

阪
はん

神
しん

）大都市圏の中心都市の は、江戸時代に「天下の台所」とよばれていた。

 

⒁　東大阪市や八尾市などには 企業の工場が多い。 

⒂　京都では、西
にし

陣
じん

織
おり

や京
きょう

友
ゆう

禅
ぜん

、清
きよ

水
みず

焼
やき

などの の生産がさかんである。 

　　

　　中部地方、関東地方、東北地方、北海道地方　次の問いに答えなさい。

⑴　本州の中央部に南北に連なる飛
ひ

驒
だ

山脈・木
き

曽
そ

山脈・赤
あか

石
いし

山脈は、合わせて何とよばれるか。

 

⑵　日本で最も長い河川は何か。　 

⑶　日本の工業地帯・地域の中で最も出荷額が多く、輸送用機械工業の出荷額割合が高い工業地帯はどこか。

 

⑷　静岡県に広がる工業地域を何というか。 

⑸　北
ほく

陸
りく

地方の燕
つばめ

市の洋食器など、その地域と密接に結びついた産業を何というか。 

⑹　関東平野の台地は火山灰が堆
たい

積
せき

した赤土におおわれている。この赤土を何というか。 

⑺　昼
ちゅう

間
かん

人口と夜間人口を比べたとき、東京23区はどちらの方が多いか。 

⑻　茨城県や千葉県などでさかんな、都市の消費者向けの農業を何というか。 

⑼　三陸海岸の南部に見られる、複雑な海岸地形を何というか。 

⑽　夏に東北地方の太平洋側にふく、冷たい北東風は何とよばれているか。 

⑾　津
つ

軽
がる

平野で栽培がさかんな果物は何か。 

⑿　2011年３月、東北地方に津
つ

波
なみ

などの大きな被害をあたえた災害を何というか。 

⒀　北海道に古くからくらし、独自の文化をもつ先住民族を何というか。 〔 〕

⒁　じゃがいも・たまねぎなどの畑作がさかんな、北海道東部の平野を何というか。 

⒂　根
こん

釧
せん

台地でさかんな、バターやチーズなどの乳製品をつくる農業を何というか。 

1
〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

2

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕
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練 習 問 題
　　右の地図を見て、次の問いに答えなさい。

⑴　地図中のＡ～Ｃの山脈名をそれ

ぞれ答えなさい。

⑵　地図中のＤの河川名を答えなさ

い。

⑶　地図中のＸの都市の雨温図を右

下のア～ウから選び、記号で答え

なさい。

⑷　地図中のあ・いの地域の農業に

ついて述べた文を次からそれぞれ

選び、記号で答えなさい。

ア　ビニールハウスを利用して野

菜の促
そく

成
せい

栽培がさかんである。

イ　冷涼な気候を利用して酪
らく

農
のう

が

さかんである。

ウ　肉牛や豚
ぶた

、鶏
にわとり

を飼育する畜産

がさかんである。

エ　大都市向けに野菜や花、牛乳 

などを生産し、新
しん

鮮
せん

なうちに出荷する近
きん

郊
こう

農業がさかんである。

⑸　次の①・②の文にあてはまる工業地帯（地域）を地図中のア～オからそれぞれ

選び、記号で答えなさい。　

①　工業地帯・地域の中では出荷額が最も多く、自動車の生産がさかんな豊
とよ

田
た

市がある。

②　重化学工業が発達し、倉敷市水
みず

島
しま

にはコンビナートが建設されている。

⑹　次の①・②の文にあてはまる都市を地図中のａ～ｅからそれぞれ選び、記号

で答えなさい。

①　この地方の中心都市で、第二次世界大戦のときに原子爆弾の被
ひ

害
がい

を受けた。

②　この地方の中心都市で、2011年の東日本大震災で大きな被害を受けた。

　　

　　次のＡ～Ｄの文を読んで、あとの問いに答えなさい。

Ａ　四国の南側は、 の影響で年間を通じて温かく、雨が多い。

Ｂ　三陸海岸の沖合いは、親潮と がぶつかり好漁場となっている。

Ｃ　中央高地では、涼しい気候に適したキャベツなどの野菜の栽培がさかんである。

Ｄ　北海道は、新潟県に次いで米の生産がさかんである。

⑴　文中の に共通してあてはまる海流名を答えなさい。

⑵　Ａの四国の北側にある愛媛県で多く生産されている果物は何か。

⑶　Ｃのように標高が高い涼しい地域で栽培されている野菜を何野菜というか。

⑷　Ｄについて、北海道で米の生産の中心となっている平野を何というか。
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